
埼玉県立文書館 学習指導案（ものづくり体験 はんこづくり） 

 

１ 主に使用する資料 

 はんこづくり解説スライド 

  

 

２ 指導例 

（１）本時のねらい 

・はんこづくり体験やはんこの歴史に関する解説を通して、はんこの歴史や役割に関する理解を深める。 

 

（２）展開（一部、文書館主催事業の写真を使用しています） 

学習活動・学習内容 〇指導上の留意点 資料等 

１ 本時のめあてを知る。 

 

 

２ 学芸員からはんこの解説を聞く。 

・はんこの役割と歴史 

・はんこのデザイン 

  

 

 

 

 

３ はんこ作りの動画を視聴しなが

ら、はんこを製作する。 

①作りたいはんこのデザインをトレー 

 シングペーパーに描く。 

   

②トレーシングペーパーに描いたデザ 

 

 

 

○はんこが古くから使われていることを

知り、はんこの歴史への理解を深めると

ともに、関心を高める。 

  

○工程ごとに動画を止め、注意点に触れ

ながら、作り方を説明する。 

 

 

  

 

 

 

 

・はんこに関する

解説資料（スライ

ド） 

 

 

 

 

 

・はんこづくりの

説明動画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インをゴム板に転写する。 

③ゴム板を彫刻刀で彫る。 

  

④ゴム板を木材に合う大きさに切り、  

 ゴム板と木材を接着させる。 

⑤でき上ったはんこに朱肉をつけ、和 

 紙に試し押しをして、出来栄えを確 

 かめる。 

 

４ 文書館の紹介を聞く。 

 

 

５ 本時の振り返りをする。 

 

 

  

 

 

○文書館の役割やイベントについて説明

する。 

 

○本時の振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文書館紹介スラ

イド 

 

・振り返り用紙 

 

３ 児童の感想 

・はんこは、とても古くから使われていて今でも重要な時などに使うということが分かった。 

・はんこの歴史では、今習っている戦国時代についても書かれていて、とても分かりやすかったです。 

・歴史が分かり、どのように使われていたのかも学べました。 

・はんこはこんなに作るのが大変なんだなと思いました。 

 

４ 担当より 

・本事例は、彫刻刀を扱う小学校４年生をはじめ、高校までお問い合わせがある文書館で人気のあるもの 

 づくり体験の一つです。どの校種でも学習できます。 

・スライドを使った解説は、学芸員が行います。はんこの役割、例示したはんこのデザインや文字に込め 

 られた意味、はんこの利用の広がりについて解説します。 

・はんこづくり体験は、解説からはんこの完成まで、およそ１００分程度かかります（実施時間応相  

 談）。 

・はんこは、ゴム板を彫刻刀で彫り、持ち手の木材を接着させて完成させます。彫刻刀の安全指導など、 

 学校の先生方の御協力をいただきながら進めています。一枚のゴム板から、数デザイン作る事が出来ま 

 す。作成に慣れたお子さんは、様々なデザインにチャレンジしています。 

・木材やゴム板、トレーシングペーパーなどの材料費を事前に納入していただきます（学校で、自前の材 

 料準備を御希望の場合は、応相談）。 

・授業は、対面だけでなく、オンライン環境を使った形態でも対応しています。詳しくは、文書館の学校 

 等支援の担当者まで御相談ください。 

はんこづくりをしよう～はんこって何に使うの～ 

 はんこ（印判）を使用する意味や、はんこをどのような立場

の人たちが使ってきたのかを歴史の流れに沿ってまとめたスラ

イドです。 

 当館の収蔵資料の中から、傘（からかさ）連判状のような珍

しい押印形式の資料や、県内の著名人の押印なども画像データ

で示しながら進めていきます。 


